
 

 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

№１７６ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,110 世帯数 7,001  

（令和５年１０月 1 日現在） 

１１月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

相談料 

無料 

 
ふくまる相談室 

福祉に関するなんでも相談 

11 月９日(木) 
9：00～12：00 
大歳地域交流センター 

第１会議室 

※予約不要です    

開催日 

ふくまる相談室 
（鴻南包括支援センター併設） 

☏083-934-3333 奇数月の 
   第２木曜日 

9 時～12 時 
定期的に 

行います 
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登録フォーム 
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【大歳地区         の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １１９ 

 

県令中野梧一と吉富簡一                      

吉富簡一は大叔父の林勇蔵（簡一の祖父の末弟の子）と違って、
中野梧一宅に入りびたります。実は中野が県令として山口に赴任
する直前、井上馨が吉富簡一に手紙を送り中野は「事務も十分で
き、人物も良く、第１等の県令になると目利きして遣わした。仁
政の初政ができるよう工夫を相望み候」と中野を支えてくれと要
請していました。さっそく、簡一は中野に会ったのですが、中野
の簡一への評価は「小才気ある者」という冷たいものでした。年
齢からしても井上馨が天保６年、吉富簡一が天保９年、中野梧一
が天保 13 年生まれですから、簡一は兄貴分として、助言するつ
もりでしばしば中野宅を訪れるのですが「例の⾧談」とか「相変
わらずの空談」などの言葉が中野の日記には記されるばかりでし
た。尊敬する福沢諭吉の言葉を縦横に引用して、職員への訓示を
行うような開明派の中野にとって、簡一は善意からではあっても、
旧弊で押し付けがましいだけの人間に見えたのかもしれません。 

ところで明治６年、井上馨が大蔵大輔の職を辞し、翌年、先収
会社という商社を設立しました。井上は騰貴の様相を示すコメ取
引で利益を上げようとして地元山口県に目をつけます。山口県だ
け地租改正で地租は金納となったはずなのに、１石３円の計算で、米で納めることにしていたからで
す。江戸時代には年貢米を大消費地・大阪まで運んで藩は利益を得ていたのに、金納で米は集まらな
くなっていたわけですから、山口県の地租米を扱えれば、大量のコメをまとめて入手でき、先収会社
は労せずして利益をあげることができます。こうして吉富簡一が先収会社を代表して、中野と交渉し、
集めた米の大半を扱うこととなり、簡一が先収会社の大阪支店頭取として赴任することになったので
す。 

しかし、この取引はあきらかに談合ですから「きちんと入札して決めるべき」という批判が県庁内
からも出ますが、中野は井上をおもんばかって、批判を抑え込んでしまいます。後年、井上や山県有
朋などの⾧州閥のあまりにもひどい談合政治に対する嵐のような批判がまき起こり「⾧州征伐」の世
論が高まります。しかし、日清戦争前の戦争熱を利用して井上らは逃げ切ります。戦争による偽物の
「挙国一致」が腐敗を隠した典型例と言えましょう。ところで、先収会社はたった２年で幕を下ろし
ます。井上が再び、政界に復帰したためです。この時、先収会社東京支社頭取であった益田孝は、買
収した三井の頭取として残り、三井財閥のトップに上り詰めますが、大阪支社頭取であった吉富簡一
は辞めて山口に帰ります。山口県の地租を米で納めるシステムに農民の怒りが爆発寸前だったからで
す。３円の地租は１石＝３円の計算により１石納めていたのに、米価が６円になれば、倍の地租を納
めた事になるから怒りは当然です。木戸孝允まで出てきて説得されたので、山口に帰ったと簡一は説
明しています。しかし他方では簡一は無能で、取引は部下の藤田伝三郎が仕切っていたため、大阪先
収会社は藤田に譲られ、そこに県令を辞めた中野が加わり、中野・藤田コンビで大阪財界に重きをな
すようになったとの説もあります。ともあれ、簡一の短い大阪生活が終わったこと。それと入れ替わ
りに県令を辞めた中野が大阪にでてきて、商人として活動を開始したこと。こうした入れ違いによっ
て、両者の交流は終わりを告げました。               （史談会：文責 武波義明）   

左は、先収会社大阪支店頭取の吉富

簡一、右は同東京支店の頭取益田孝 


